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生
徒
た
ち
は
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
活
動
や
ひ
ま
わ
り
畑
の
手
入

れ
作
業
、
広
報
紙
の
編
集
作
業
な
ど

を
体
験
。
社
会
に
お
い
て
働
く
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

　

市
で
は
、
市
・
市
民
・
事
業
者
が

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
推
進

す
る
事
業
を
連
携
・
協
力
し
て
行
う

た
め
に
「
筑
西
市
男
女
共
同
参
画
推

進
パ
ー
ト
ナ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

７
月
27
日
に
は
、
し
も
だ
て
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
登
録
し
て
い
た

だ
い
た
市
民

団
体
や
事
業

所
に
対
し

て
、
吉
澤
市

長
か
ら
登

録
証
が
交

付
さ
れ
ま

し
た
。

行 政 ニ ュ ー ス

　

｢
道
の
日｣

の
８
月
10
日
、
筑
西
土

木
事
務
所
や
市
、
建
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
下
館
、
関
城
建
設
業
親
和
ク
ラ
ブ
、

明
野
建
設
業
俱
楽
部
、
協
和
建
設
業

俱
楽
部
が
連
携
し
、
国
道
２
９
４
号

線
な
ど
市
内
の
主
要
道
路
の
美
化
清

掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
約
３
０
０
人
が
参
加

し
、
可
燃
ゴ
ミ
や
空
き
缶
な
ど
の
不

燃
ゴ
ミ
を
収
集
し
ま
し
た
。

　

　

　

７
月
27
日
、
校
舎
の
老
朽
化
に
伴

う
改
築
・
改
造
工
事
の
起
工
式
が
下

館
南
中
学
校
で
行
わ
れ
、
吉
澤
市
長

や
関
係
者
ら
50
人
が
参
加
、
工
事
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

下
館
南
中
学
校
の
南
校
舎
は
、
昭

和
37
年
に

建
設
、
市

内
で
最
も

古
い
校
舎

で
築
後
49

年
を
経

過
。
同
様

に
老
朽
化

が
進
ん
で

い
る
北
校
舎
と
併
せ
、
安
心
・
安
全

で
豊
か
な
教
育
環
境
の
整
備
を
目
指

し
ま
す
。

　

な
お
、
完
成
は
平
成
25
年
２
月
末

の
予
定
で
す
。

　

７
月
26
日
、
筑
西
市
民
病
院
で
、

震
災
復
旧
工
事
安
全
祈
願
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

神
職
の
お
祓は

ら

い
の
後
、
吉
澤
市
長

や
工
事
関
係
者
に
よ
り
「
鍬
入
之
儀
」

が
行
わ
れ
、
工
事
の
安
全
祈
願
を
し

ま
し
た
。

　

昭
和
46

年
に
建
設

さ
れ
た
建

物
は
、
３

月
の
東
日

本
大
震
災

で
大
き
な

損
傷
を
受

け
、
屋
外
の
プ
レ
ハ
ブ
で
外
来
診
療

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
き
な
損

傷
を
受
け
た
既
存
病
棟
は
、
３
階
か

ら
５
階
部
分
を
撤
去
し
て
安
全
を
確

保
し
、
新
た
に
手
術
室
を
備
え
た
入

院
病
棟
を
建
設
し
ま
す
。

　

８
月
８
日
か
ら
病
院
１
階
で
の
外

来
診
療
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
22
日
に
県
庁
を
ス
タ
ー
ト

し
、
県
内
全
44
市
町
村
・
約
８
０
０

キ
ロ
を
走
る｢

茨
城
県
反
核
平
和
の

火
リ
レ
ー｣

の
ラ
ン
ナ
ー

の
み
な
さ
ん

が
８
月
３

日
、
筑
西
市

に
到
着
し
、

平
和
事
業
の

推
進
な
ど
を

市
に
要
請
し

ま
し
た
。

　

進
路
指
導
の
一
環
と
し
て
市
内
の

中
学
校
が
実
施
し
て
い
る
職
場
体
験

学
習
で
８
月
１
日
・
２
日
・
４
日
の

３
日
間
、
中
学
２
年
生
19
人
が
市
役

所
の
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

｢

道
の
日｣

に
市
内
の
主
要
道

路
の
美
化
活
動
を
実
施

下
館
南
中
学
校
で
校
舎
改
築
・

改
造
工
事
起
工
式
を
開
催

筑
西
市
民
病
院
で
安
全
祈
願
祭

を
開
催

核
兵
器
の
廃
絶
と
戦
争
の
な
い

平
和
な
世
界
の
実
現
に
向
け
て

中
学
２
年
生
が
市
役
所
の
仕
事

を
体
験｢

職
場
体
験
学
習｣

市
男
女
共
同
参
画
推
進
パ
ー
ト

ナ
ー
「
登
録
証
交
付
式
」



　

中
学
校
卒
業
以
来
20
年
に
わ
た
り

友
情
を
深
め
て
き
た
下
館
中
学
校
同

窓
生
の
会
。
震
災
後
も
変
わ
ら
ず
顔

を
合
わ
せ
て
き
た
同
会
で
は
、
誰
か

ら
と
も
な
く
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を

口
に
し
始
め
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
程
度
は
違
え
ど
、
同
じ
地
震
の

恐
怖
を
体
験
し
た
者
と
し
て
、
避
難

生
活
を
送
る
人
た
ち
の
力
に
な
れ
な

い
か
」
と
仲
間
た
ち
で
相
談
。「
料
理

人
や
菓
子
職
人
な
ど
食
に
携
わ
る
人

間
が
多
か
っ
た
の
で
、
暖
か
い
食
事

の
提
供
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
」
と
、
中
国
料
理
店
を
経

営
す
る
髙
橋
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

そ
し
て
４
月
24
日
、
福
島
県
い
わ

き
市
の
小
名
浜
高
校
避
難
所
か
ら
要

請
を
受
け
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

状
況
や
交
通
ル
ー
ト
の
確
認
な
ど
、

様
々
な
問
題
を
ク
リ
ア
し
炊
き
出
し

を
実
行
。「
現
地
組
は
５
人
で
し
た
が
、

賛
同
し
た
方
た
ち
の
協
力
・
支
援
で

実
現
で
き
ま
し
た
」
と
、
髙
橋
さ
ん
。

　

小
名
浜
高
校
で
の
炊
き
出
し
は
、

調
理
器
具
や
食
材
を
運
び
込
み
、
カ

レ
ー
や
シ
ュ
ウ
マ
イ
、
お
し
る
こ
な

市
内
に
広
が
る

　
  

支
援
の

輪

ファンド事業を活用して
「ちくせい舞祭」に日立チームを招待

ど
を
調
理
。
避
難
所
の
人
た
ち
に
と
っ

て
、
同
会
の
炊
き
出
し
が
被
災
後
初

め
て
の
「
炊
き
た
て
の
ご
飯
」。「
暖

か
い
ご
飯
も
お
し
る
こ
も
、
本
当
に

嬉
し
い
」
と
喜
ん
で
も
ら
っ
て
、
感

無
量
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
避

難
者
の
多
い
江
名
中
学
校
に
も
急
遽

差
し
入
れ
た
そ
う
で
す
。

　

同
会
は
今
後
も
、

各
々
の
お
店
で
被

災
地
の
食
材
を
使

う
な
ど
、「
今
で

き
る
支
援
」
を
し

て
い
く
と
力
強
く

語
っ
て
い
ま
し
た
。

▲実際に現地で炊き出しを行った、写真左から広
ひろ せ
瀬

哲
てつ や
也さん、菊

きく ち
池貴

たか し
司さん、髙

たかはし
橋俊

としゆき
行さん、堀

ほり え
江智

ともゆき
幸

さん。また、写真では不在の遠
えんどう
藤順
のぶなり
也さんも参加。

福
島
の
避
難
所
に
暖
か
い
食
事
を

下
館
中
学
校
同
窓
生
の
会

増渕崇夫さん、伊藤竜
一さん、小林浩司さん、
牛木智さん、篠崎勝弘
さん、飯泉信也さん、
鈴木辰也さん、百目鬼
聡さん、大沢健一さん、
谷口正浩さん、菊池記
志さん、遠藤成志さん、
岡野将司さん、稲川進
二さん、臼井満さん、
池田昌之さん

協力・支援

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
か
な
い
か
。」

炊き出しの様子

　

ち
く
せ
い
舞
祭
実
行
委
員
会

（
白し

ら
い井

佐さ

ち

こ
智
子
会
長
）
は
震
災
後
活
動

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
チ
ー
ム
を
支

援
し
よ
う
と
、
７
月
28
日
、「
ち
く
せ

い
舞
祭
」
に
日
立
か
ら
参
加
す
る
２

チ
ー
ム
を
バ
ス
で
招
待
し
ま
し
た
。

　
こ
の
支
援
は
市
の
「
住
民
参
加
型

ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
事
業
」
か
ら

採
択
を
受
け
実
現
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▲バスを利用した日立市の「ＳＡＫＵＲ
Ａ組」と「ＢＬＵＥ☆ＴＨＵＮＤＥＲ」

　

協
和
中
学
校
（
柴し

ば
さ
き﨑
俊と

し
お夫
校
長
）

野
球
部
は
、
７
月
22
日
か
ら
24
日
、

宮
城
県
石
巻
市
を
訪
れ
、
市
内
の

門か
ど
わ
き脇
、
雄お

が
つ勝
両
中
学
校
野
球
部
と
交

流
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　

門
脇
中
は
津
波
で
野
球
部
メ
ン

バ
ー
が
２
人
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

残
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
精
一
杯
の
プ

レ
ー
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
炊
き
出
し
も
２
日
間
行
わ

れ
、
う
ど
ん
や
か
き
氷
を
避
難
所
の

み
な
さ
ん
に
配
り
ま
し
た
。

　

同
行
し
た
谷や

じ
ま島

克か
つ
み美

さ
ん
（
細
田
）

は
、「
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
に
、
逆

に
勇
気
を
も
ら
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

協和中学校野球部被災地で交流試合

交流試合を行ったみなさん。「絆」と書かれた
寄せ書きは市内の４中学校に贈られました。
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まちのわだいまちのわだい

　子どもたちに勤行川をもっとよく
知って大切にしてもらおうと、７月
13 日、下館小学校（深

ふ か や

谷信
のぶゆき

之校長）
で勉強会が行われました。
　講師は「ＮＰＯ法人鬼怒川・小貝
川の会（古

ふる

澤
さわ

諭
さとし

理事長）」。授業を終
えた児童たちは、「川がないと生き
物が育たなくなってしまうから大切
にしたい」と感想を話していました。

　７月 24 日、コミュニティプラザで、
「ワーク・ライフ・バランス講演会」
が開かれました。
　オープニングには『ひろしとよう
この人生劇場』が「はらんきょうの
会」によって披露されました。
　講師は、（株）東レ経営研究所ダ
イバーシティ＆ワークライフバラン
ス研究部長の渥

あつ

美
み

由
なお

喜
き

さん。「仕事
と生活の調和」と訳されるワーク・
ライフ・バランスについて、自信の
経験を盛り込んで「イクメン・ダン
カジのすすめ」を語りました。

「勤行川となかよくなろ
う」下館小で川の勉強会

ワーク・ライフ・バラ
ンス講演会

「救命講習会」を開催し
ました

「夕涼み会」で、楽しい
ひととき　  協和保育園

　７月 22 日、協和保育所で「夕涼
み会」が開かれました。
　園児たちは、一生懸命練習した体
操やゆうぎを元気よく保護者に披露
し、保育所職員からプレゼントをも
らってニコニコでした。
　 ま た、 筑 西 ふ る さ と 大 使 の
植
う え き さ だ お

木定男さんがゲストとして参加、
園児たちは大はしゃぎでした。

　７月 21 日、筑西消防署で「救命
講習会」が開かれました。
　講習会は、青少年育成筑西市民の
会下館支部大田地区（石

いしじまえつお

島悦男地区
長）が、夏休み前に「家族にひとり
応急処置ができる人を」と毎年、筑
西消防署や応急手当ボランティア指
導員の協力を得て行っています。
　50 人の受講生は救急救命士の説
明を聞いた後、心臓マッサージの訓
練やＡＥＤの使い方など熱心に実習
しました。また受講修了者には「普
通救命講習修了証」が渡されます。

冷えた飲み物とおしぼりで安全運転を
交通安全街頭キャンペーン

　８月１日と４日、筑西地区交通安
全母の会下館支部（山

やまぐち

口偕
と も こ

子支部長）
と明野支部（武井みね子支部長）主
催の「交通安全街頭キャンペーン」
が行われました。

　下館支部では「アイスクリーン作
戦」、明野支部では「夏のおしぼり」
と名付け、筑西警察署前と海老ヶ島
交差点近くで、職場体験学習中の市
内中学校のみなさんと「冷えた水や
おしぼり」をドライバーに渡し、安
全運転を呼びかけました。
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　８月３日、旧七夕にちなんで下館
二高前駅に七夕飾りが飾られました。
　色鮮やかな折り紙飾りは、事前に
折り紙愛好会が中心に作成。飾り付
けは、岡芹町内の人たちや羽黒保育
園の園児が大勢参加し行いました。
　８本の笹には、飾りの他「がんば
ろう日本」などと書かれた短冊が復
興への願いを込めて飾られました。

　「心はひとつ、思いはひとつ、み
んなの絆」をスローガンにした復興
支援イベントが７月 16 日、県西生
涯学習センターで開催されました。
　イベントは「ＮＰＯ法人地球の保
健室（原

なか

中
はら

瑠
る

璃
り

子
こ

理事長）」が主催。
屋外会場では、旬の農産物等の模擬
店が出店され、ステージでは、よさ
こいソーラン踊りやお囃

はや

子
し

が披露さ
れました。
　屋内ホールでは、山

やま

口
ぐち

やちゑ副知
事や緒

お

方
がた

剛
つよし

筑西保健所長などによる
震災に関わる講演が行われました。

復興への願いを込めて
下館二高前駅に七夕飾り

東日本大震災復興支援
イベントを開催

「手作りラーメンとお蕎麦」で、ことぶき荘慰問

　７月 19 日、「暑い夏、スタミナを
つけて乗り切ってください」と、市
内でラーメン店を営む赤

あかおぎ

荻俊
としあき

明さん
とスタッフのみなさんが、ことぶき
荘老人ホームで手作りラーメンと餃
子を振る舞いました。
　また、８月４日、｢入所者の人が

喜んで食べていただければ｣ と蕎
麦屋を営む大

お お わ だ

和田勝
かつゆき

之さんが夏ソ
バを贈りました。この日は、早朝
から仕込みを行い 50 食を提供し
ました。大和田さんは、市内の老
人介護施設などに年に数回ソバを
提供しています。

　７月 16 日、関城吹奏楽団（秋
あきやま

山
祐
ゆ う や

也団長）が下妻市民文化会館で東
日本大震災復興チャリティコンサー
トを行いました。
　今回は｢NO LIFE  NO MUSIC（普
段通りの日常があってこその音楽｣
をテーマに、日頃自分たちが恵まれ
た環境で音楽活動を続けられている
ことに感謝し、なにか恩返しができ
ないかという思いで開催しました。
　｢マル・マル・モリ・モリ！｣ の
演奏では、川島小学校の児童と共演
し、会場を沸かせていました。

　夏休みのイベントで好評の ｢光る
泥だんご作り｣ が７月 31 日、明野
図書館で行われ、親子約 70 人が参
加し、泥だらけになりながら泥だん
ご作りに挑戦しました。
　参加した子どもたちは、「光るま
でに何度も磨くので大変だったけ
ど、おもしろかった」と笑顔で話し
てくれました。

関城吹奏楽団がチャリ
ティコンサートを開催

土も磨けばピカピカに！
泥だんご作りに挑戦

7 6




